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産業保健における「健康相談」の標準化と健康相談ｼｽﾃﾑの構築 

ガイドラインステップ 
キーワード

（6 つ以内） 

・産業保健 

・健康相談 

・健康相談ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 

・産業保健ｽﾀｯﾌ 

・標準化 

・健康相談ｼｽﾃﾑ 
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改善・取組

みの背景と

課題 

■2000 年の「心の健康の保持増進のための指針」を受け、ﾗｲﾝｹｱ・ｾﾙﾌｹｱ教育や復

職支援等の様々なメンタルヘルス活動を拡充するとともに、社内の産業保健ｽﾀｯﾌ増

強や人事や職場との連携強化によるﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ体制の整備を行ってきた。 

■その結果、本人の気づき、上司の気づき力が向上し、早めに産業保健ｽﾀｯﾌの「健康

相談」に繋がるようになり、「健康相談」件数が増加してきたことは評価できる。 

■しかしながら、これらの健康相談対応を各事業所の産業保健スタッフが対応している

ものの、その対応範囲や運用手順が曖昧であり、各事業所間やスタッフ間により従業

員対応の格差が発生するようになっていた。また、健康相談の記録に関しては、記録

に時間がかかるとともに、紙記録の紛失・個人情報漏洩リスク、加えて保管場所の限

界等が問題となっていた。 

■そこで、【産業保健ｽﾀｯﾌが対応する「健康相談」の標準化】を行うことを課題とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善・取組

みの着眼点 

 

着眼点 

 ・産業保健で対応する「健康相談」の標準化とは、何を目指すものなのか？ 

 ・そもそも産業保健とは何か？ 

 ・産業保健ｽﾀｯﾌによる「健康相談」のあるべき姿とは？ 

健康相談の標準化のための「あるべき姿」の探求 

 ・法的根拠（労働安全衛生法・労働安全衛生規則・個人情報保護法・指針等） 

 ・社内規則（社員就業規則・機密管理規則・安全衛生規定等） 

 ・参考文献（下記参照）等をもとに、「あるべき姿」を検討 

 

 

 

 

 

 
改善・取組

みの概要 

 

「あるべき姿１」 健康相談の目指す方向 

 ・従業員の健康支援（健康不調の未然防止・早期発見/対応・再発防止）が目的 

「あるべき姿２」 標準化のねらい 

 ①従業員対応の統一化による従業員ｻｰﾋﾞｽの質向上（全体最適） 

 ②増加する健康相談情報（記録）の機密管理徹底 

「あるべき姿３」 標準化の基本ｽﾀﾝｽ 

・健康相談対応を行うことにより、従業員と職場を支援する 

 

≪あるべき姿を形にする≫ 

 ①「標準書」の策定⇒【健康相談ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ】 

 ②「標準書」の実行基盤の構築⇒【健康相談ｼｽﾃﾑ】 

 

 

 

 

 



写真・図表・ 

イラスト 

【図 1 健康相談ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの評価】     【図 2 健康相談ｼｽﾃﾑの評価】 

   

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効  果 

 

１．標準化の実施 

・2012 年～【健康相談ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ】と【健康相談ｼｽﾃﾑ】を産業保健ｽﾀｯﾌに活用推奨 

・2013 年 4～5 月に有効性把握のためのｱﾝｹｰﾄ調査を実施 

２．効果把握・評価（図表参照） 

 １）【健康相談ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ】の評価（図 1） 

・ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの達成目標「健康相談業務の標準化」について、約 7 割が達成と回答 

  ２）【健康相談ｼｽﾃﾑ】の評価（図 2） 

・ｼｽﾃﾑの達成目標「機密管理の徹底」について、約 9 割が達成と回答 

・また、ｼｽﾃﾑの満足度（使いやすさ・活用度等）は、使い慣れる程向上し、1 年活用

後は、約 8 割が「満足」と回答 

・健康相談記録の作成時間は 15 分以内が増加し、工数削減効果があった 

この GPS の

経験から学

ぶことができ

るポイント 

・産業保健ｽﾀｯﾌが対応する「健康相談」を標準化したことにより、確実・適切な対応に

よる従業員対応（ｻｰﾋﾞｽ）の質向上が図れた。 

・標準化の実行基盤として、相談記録をｼｽﾃﾑ化することにより、ｾｷｭﾘﾃｨ強化（機密管

理の徹底）によるｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ強化や、記録作成工数の削減による効率化も図ることが

できた。 
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【図 4 相談記録作成工数】 

未回答
6%

どちらでも
ない
22%

達成
35%

ほぼ達成
37%

 

ほぼ達成
43%

達成
47%

どちらでも
ない
10%

 

※2013 年 4～5 月ｼｽﾃﾑ毎日活用者 N=52 

 

 

【図 3 健康相談ｼｽﾃﾑ 満足度】 
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